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 参議院選挙が７月１０日（日）に行われました。 

大阪市育成会では、障がいのある無しに関わらず投

票に行くことができるように、「選挙のしかた」のわ

かりやすい版を作成しました。 

【掲載先】 

https://www.city-osaka-ikuseikai.

or.jp/letter_detail.php?n=91 

今回の選挙で作成した「選挙のしかた」では、投票所

内での動き方だけでしたが、他県からも事前に説明する

ときに利用をしたいとお声をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 今回の選挙では、ＮＨＫがテレビやインターネットを

通じて、様々な障がいのある人の投票所での合理的配慮

の説明をしており、ご覧になった方も多いと思います。 

【参考：ＮＨＫ「みんなの選挙」】 

https://www3.nhk.or.jp/news

/special/minnanosenkyo/inde

x.html 

 これまでにも、やさしい日本語を利用して投票所での

様子を説明してきたことはありますが、投票に行くこと

はできても、誰に投票をしていいのか分からないという

問題は未だ残っています。 

 東京の狛江市手をつなぐ親の会では、政治活動や選挙

運動ではなく、知的障がいや発達障がいのある人が、自

己選択や自己決定ができるように、当事者向けのわかり

やすい政見動画を作成して公開しています。また、狛江

市役所でも選挙事務に携わる職員向けにマニュアルを作

成し、投票所での対応についての研鑽を重ねています。 

【参考：狛江市】 

https://www.city.komae.tokyo.jp

/index.cfm/46,91996,c,html/9199

6/20180206-150654.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国的に見ても候補者の公約は、知的障がいや発達障

がいのある人に配慮されているとは言い難く、狛江市手

をつなぐ親の会や品川区手をつなぐ育成会では、選挙管

理委員会から配布される選挙公報とは別に「わかりやす

い選挙広報誌」を作成して、立候補者の公約を分かりや

すく発信をしています。ただし、この「わかりやすい選

挙広報誌」は選挙公報ではないため、告示前に候補予定

者にアンケートへの回答を依頼して、回答をそのまま掲

載しています。ただし、時と場合によっては文書図画の

頒布・掲示その他の選挙運動と捉えられ、公職選挙法に

抵触することもあるので慎重な対応が求められます。 

今後は投票のしかただけでなく、候補者の選挙公約を、

障がいのある人にも伝わるようになればと思います。 

   「選挙のしかた」のわかりやすい版を作成 

   しました 
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